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在 外 研 究 員 報 告 書 用 紙  

 

平成３１年４月２日～令和２年３月１７日に米国のコネチカット農業試験場（the Connecticut 

Agricultural Experiment Station：CAES）の Joseph J. Pignatello博士の研究室で在外研究を

行ったので下記の通り報告する。なお、CAESでは、米国到着後の Social Security Number等

の取得手続き等の期間および米国出国のための手続き等の期間を除く平成３１年４月８日～令

和２年３月９日の期間に勤務した。期間中に、研究進捗のセミナーを４回、CAESの一般公開セ

ミナー（演題：Dynamics of Organic Compounds in Soils Characteristic of Japan、開催日時：

令和２年１月２１日、図１）を行った。なお、帰国に際しては COVID-19の感染拡大防止のため、

空港―居住地間の移動は米国、日本ともにレンタカーを利用し、帰国後２週間自宅待機した。 

研究内容は、溶存有機物の凝集における負電荷支援水素結合（negative charge assisted 

hydrogen bonds：(-)CAHBs）の寄与についてであった。Pignatello 博士は、炭化物および溶存

有機物間の相互作用やこれらの炭素化合物と有機汚染物質や農薬との相互作用における世界的

権威（https://scholar.google.com/citations?user=ec3U9A4AAAAJ&hl=en）である。博士は先駆

的研究を数々行い、炭化物と溶存有機物、有機汚染物質や農薬との相互作用に(-)CAHBが関与し

ていることを指摘し、この分野における研究を先導してきた。一方、平成３１年１月の米国土壌

科学会の国際会議で、土壌中および水中の腐植物質の存在および単離・同定法に関する研究集会

が開催され、その内容が同学会の発行する Journal of Environmental Qualityに特集号として掲

載された。その中で、腐植物質の凝集に(-)CAHBの関与の可能性が博士の研究から指摘されたが、 

(-)CAHB 機構の理解不足による誤解が散見された。そこで、博士と共に(-)CAHB が溶存有機物

の凝集にどのようにかかわっているのかを調べた。 

環境中の溶存有機物は、主に植物遺体が微生物などによる生物的および生物の関わらない非生

物的な代謝・再重合によって生成された暗色・無定形の有機物である。その粒子の大きは数 nm

～と考えられており、剛球状の性質を持っているとする指摘もあれば、柔らかい帯状の性質を持

つとする指摘もある。これらのことは、その凝集構造の観察が極めて困難であることを示唆して

いる。実際、既往の文献を参考に溶存有機物の凝集における(-)CAHBの関与に関する実験を行っ

たところ、そもそも、それらの試験方法では信頼できる結果が得られないにもかかわらず、影響

力の大きい学術雑誌に掲載されているなどの問題が明らかとなった。博士との議論の中で

(-)CAHBの関与は表面電荷に影響を与えることが予測され、この仮定に基づき実験を行い、これ

を裏付ける結果を得た。博士とは在外研究によって築かれた共同研究の関係を、今後、発展させ

ていくことで合意し、研究を継続している。今後、博士との共同研究の推進し、当該研究分野の

みならず、これらに関連する研究およびそこから派生する研究の更なる進展への貢献を目指す。 

 
図１ CAES一般公開セミナーの要旨および告知 

 

 


